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中国語における二種類の他動詞受動構文に関する研
究




























　中国語では近年、従来の受動構文とは異なり、「実際には X ではないのだが、X だというこ








































































　　　 〈教育部によれば６７% の国民は漢字調整に賛成だというが、（本当は６７% ではないのに）６７
%（の国民が賛成する）といわれてしまったとネットユーザーはからかう。〉
























































































（２０b）“叫 / 让 / 给”受動構文：？他　{ 叫 / 譲 / 给 }　朋友买了房
（２０c）“把”構文：＊朋友把他买了房
　通常の受動文は対応する能動文を持ち、一般的に“叫 / 让 / 给”受動構文、“把”処置構文に置
き換えられるが、新型受動構文は対応する能動文を持たず、“叫 / 让 / 给”受動構文、“把”処置
構文に置き換えることもできない（池昌海，周晓君２０１２：６０索琼２０１１：２７）。しかし、新型の場合も、
能動文によって同じ客観的事態を表すことはできる。
（１８）と（１9）はいずれも「NP1+ 被＜ +NP2＞ + 他動詞」という形式だが、その意味構造は異なる。
通常の受動構文は NP1（受動者）+ 被 + ＜ NP2（V の動作主）＞ +V 他動詞という構造だが（杜澄宇
















被 A （A か、それとも、被 A か）?”の形で使われていることから、A であれば“被 A”ではない、





















が異なる。新型は“NP1+ 被 +NP2+ 说成（と言われる）/ 弄成（とされる）/ 认定成（と見なされる）
+ 被 +NP3+ 他動詞”という意味構造を持ち、内部に“被”が二つあり、“被”に関連する名詞句が
三つある。例（２１）の場合、NP1は“人民”、NP2は“媒体”、NP3は“人大代表”に相当する。一方、






















　例（２３）“１万元 ‘ 被消费 ’”と例（２４）“低收入者 ‘ 被统计 ’”はいずれも主語“１万元（１万円）”
“低收入者（低所得者）”が他動詞“消费（消費する）”“统计（統計する）”の表す動作の対象であり、








































指摘したが、特殊 A 類の用法が新型受動構文の中にどの程度あるのか、および特殊 B 類が存在す
るかどうかに関する研究はいまだにないようである。そこで、本稿は百度ニュース検索、鳳凰博客
および天涯論壇から、よく使用される五つの他動詞“代表、录取、统计、消费、喜爱（好く）”を
含む新型受動文を網羅的に抽出し、A 類および B 類の使用状況を調査し、その結果を表２にまと
めた。カッコ内の数字は各他動詞を含む新型受動文の総数である。
　表２からわかるように、“消费”を除いて他の動詞はすべて B 類より A 類の方が数が多く、比率
も高い。これは A 類の方が多いとする先行研究（杨巍２０１２：9３））に一致している。また、A 類の
下位分類に関しては、“消费、喜爱”以外の動詞は全て特殊類の方が普通類よりはるかに数が多く、
比率も高かった。特殊 A 類は、先行研究では普通の A 類と区別されず、あるいは例として“被采访”
の場合だけが指摘されているにすぎないが、今回の調査によって特殊 A 類の用法が他の動詞でも
多いことがわかった。さらに、特殊 B 類が存在しないことが明らかになった。すなわち、主語が
動作主である場合は A 類と B 類の両方があるのに対し、主語が受動者である場合は A 類しかない
ということである。
　要点をまとめると、意味上からは、｢NP1+ 被＜ +NP2＞ + 他動詞｣ によって話者の否定的判断（非
事実性か非意図性のどちらか）を表すのが新型受動構文であり、そのような意味がないものは通常
の受動構文である。より具体的な基準には、以下の二つが考えられる。（１）｢NP1+ 被＜ +NP2＞









代表（３３０） 录取（５） 统计（１１） 消费（99） 喜爱（６）
数 比率 数 比率 数 比率 数 比率 数 比率
A 類
普通 １ ０.３０% ０ ０% ０ ０% 9 9.０9% ３ ５０%
特殊 ３２9 99.７０% ５ １００% １１ １００% ４ ４.０４% ３ ５０%
B 類
普通 ０ ０% ０ ０% ０ ０% ８６ ８６.８７% ０ ０%











































同じ比率で出現している。“代表”のような動詞については、数が少ないとはいえ、｢NP1+ 被 + 他
































数 9 ２１１ １ ３ ０ １１ １８ ８８ １７ ６
比率 ７.０３% ６３.9４% ０.０６% ６０% ０% １００% ５.9２% ８８.８9% １１.８9% １００%
表４　“ 被 ” の目的語が通常と新型の他動詞受動構文に現れた数及び比率
他動詞
目的語





















数 ６ １４ ３６６ ０ ３ ０ ２３ ０ ２２ ０






















　本稿は現代中国語における「被 +X 他動詞」という新型受動構文を通常の「被 +V 他動詞」受動構文
と比較し、その意味的、形式的及び語用論的特徴から両者を区別する方法を提案し、新型受動構文
を下位分類することを試みた。結論をまとめると、以下のようになる。




























数 ４ ３６ ２６１ ５ ７ １ ８9 ４７ １１ ４
比率 ８.７０% ２７.４８% ５9.５9% １００% ３.８７% ３３.３３% ４７.５9% ５８.７５% ０.８６% ８０%
????????????????????????????????????
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（１）A 類（被認定）：a. 普通の A 類（V したことにされる）b. 特殊 A 類（V されたことにされる）
































王学群 .２０１２.「中国語の“被留学”について」『日本語と中国語のヴォイス』. 東京 ： 白帝社 ：２６9-２８２.
王妍 .２０１１.「新词语“被 XX”语言现象研究」修士学位論文 . 中国 ： 延边大学 .
王春杰 .２０１２.「新被字构式的认知动因研究」修士学位論文 . 中国 ： 河南大学 .







索琼 .２０１１.「被字结构的配价理论研究及其他相关分析」修士学位論文 . 中国 ： 新疆师范大学 .
周锦国 .２０１１.「试论流行词语“被 xx”结构能否进入语法层面」『毕节学院学报』（１２）：１７-２０.
邵平和 , 刘翠英 .２０１０.「网络语境下“被”字的新用法研究」『济南职业学院学报』（３）：１０７-１１１.
孙琪 .２０１０.「基于 “ 被自杀”的新老“被”字结构对比研究」『西安社会科学』（６）：１５9-１６１.
孙莎莎 .２０１１.「现代汉语新兴“被 X”格式研究」修士学位論文 . 中国 ： 南京师范大学 .
池昌海 , 周晓君 .２０１２.「新“被 +X”结构及其生成机制与修辞意图」『福建师范大学学报（哲学社会科学版）』（４）：
５３-６１.
陈全 .２０１２.「现代汉语“被 +X”结构研究」修士学位論文 . 中国 ： 扬州大学 .
储兆芳 .２０１０.「“被”字句与“被”组合的比较研究」『安徽文学（下半月）』（１１）：２２０.
程俊 .２０１０.「现代汉语“被”字句与网络新创“被”字句的比对」『绵阳师范学院学报』（６）：８０-８２.
郑霖 .２０１２.「“被 XX”的形成及相关问题」修士学位論文 . 中国 ： 宁波大学 .
杜澄宇 .２０１２.「新兴“被 XX”构式研究」修士学位論文 . 中国 ： 南京林业大学 .
范晓 .２００６.「被字句谓语动词的语义特征」『长江学术』（６）：７9-８9.
杨巍 .２０１２.「另类“被 XX”格式语义及应用分析」『常熟理工学院学报（哲学社会科学）』（３）：9１-9５.
雷仁有 , 包朗 .２０１３.「语言学视域下的被就业现象」『和田师范专科学校学报』（１）：３２-３６.
刘杰 , 邵敬敏 .２０１０.「析一种新兴的主观强加性贬义格式“被 XX”」『语言与翻译』（１）：２６-３０.
刘月华 , 潘文娱 , 故韡著 . 相原荗監訳 . 片山博美 , 守屋宏則 , 平井和之訳 .１99１.『現代中国語文法総覧』. 東京 ：
くろしお出版 .
吕佩 .２０１３.「“被 XX”组合研究综述」『菏泽学院学报』（５）：６６-６9.
